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序     文 
 
気候変動は、21世紀に人類が直面する最大の課題のひとつと位置づけられ、現在新たな国際的な

対策の枠組みが模索されています。タイ王国政府は、京都議定書において温室効果ガス（GHG）の

削減義務が課せられていないにもかかわらず、タイ温室効果ガス管理機構（TGO）をはじめとする

気候変動関連機関による気候変動対策への取り組み意欲が極めて高く、GHG排出量削減に向けたア

クションプランを策定するなどの取り組みを実行しています。 
取り組みの推進にあたり、中心的な役割を担うのがTGOであり、現在のところCDMに関する承認、

啓発、訓練を中心とする業務を行っていますが、TGOは、多くの途上国と同様、経験が浅いために

人材の不足、知見の不足という問題を抱えています。 
このような状況の下、TGOや対国内のCDM関係者の能力開発を目的に、タイ王国政府から日本国

政府に対し「温室効果ガスの削減に係る組織能力強化プロジェクト」の要請が出されました。 
これを受けて独立行政法人国際協力機構（JICA）は、協力内容の協議のために2009年5月26日から

6月4日まで詳細計画策定調査団（団長：JICA国際協力専門員 千原大海）を派遣し、2009年6月3日
に協議議事録（Minutes of Meeting：M/M）を署名しました。 
本報告書は同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後、本プロジェクトの実施

にあたり、広く活用されることを願うものです。 
ここに、本調査にご協力頂いた外務省、環境省、在タイ王国日本国大使館など、内外関係機関の

かたがたに深く謝意を表するとともに、引き続き当機構の活動に一層のご支援をお願いする次第で

す。 
 
平成21年9月 
 

独立行政法人国際協力機構 
地球環境部長 中川 聞夫 
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第１章 詳細計画策定調査の概要 
 
１－１ 調査の背景・経緯 

気候変動は、21世紀に人類が直面する最大の課題のひとつと位置づけられ、現在新たな国際

的な対策の枠組みが模索されている。タイ王国（以下、「タイ」と記す）政府は、京都議定書に

おいて、温室効果ガス（GHG）の削減義務が課せられていないにもかかわらず、タイ温室効果

ガス管理機構（Thailand Greenhouse Gas Management Organization：TGO）を初めとする気候変動

関連機関による気候変動対策への取り組み意欲が極めて高く、GHG排出量削減に向けたアクシ

ョンプランを策定するなどの取り組みを実行している。 
また気候変動への対策については、タイ政府が省庁横断的な政策対応を目的として2008年1月

に「気候変動対応国家戦略2008～2011」を策定しており、包括的・網羅的なデータ分析に基づく

重点課題の抽出と対応のための6つの戦略を定性的に定めている。 
  戦略1 気候変動の影響に対応しリスクを低減するための能力づくり 
  戦略2 GHG排出量の削減と炭素吸収源の総合的開発の支援 
  戦略3 気候変動の理解を促進する開発と研究の支援 
  戦略4 気候変動による問題解決のための啓発活動 
  戦略5 気候変動業務に関係する個人と組織の能力向上 
  戦略6 気候変動に関する国際協力 

これらの戦略の推進において中心的な役割を担うのがTGOであり、現在のところクリーン開

発メカニズム（CDM）に関する承認、啓発、訓練、情報整備を中心とする業務を行っている。

しかしながらTGOは、その名が示すとおり同国の「GHG抑制にかかわるすべての活動の促進と

支援」を担うとしており、そのポテンシャルの高さから関心を集めているが、多くの途上国と同

様、経験が浅いために人材の不足、知見の不足という問題を抱えている。 
このような状況の下、タイ政府からわが国政府に対し、①TGO、②タイ国内のCDM関係者、

③東南アジア諸国のCDM関係者、の能力強化を目的とした「温室効果ガスの削減に係る組織能

力強化プロジェクト」が要請され、わが国政府は本要請を採択した。 
 

１－２ 技術協力プロジェクトに関するタイ側からの要請概要 

本技術協力プロジェクトの要請書は、タイ政府から日本国政府に対して2008年9月に提出され

た。要請書概要（仮訳）は以下のとおりである。 
 

要請案件名 
 

温室効果ガスの削減及びCDMに係るキャパシティ・ディベロップメントプロジェクト 
Capacity Development and Institutional Strengthening for GHG Mitigation and CDM 

要請機関 
 

温室効果ガス管理機構 
Thailand Greenhouse Gas Management Organization（Public Organization）（TGO） 

上位目標 
 

タイ及び東南アジア諸国において、GHGに係るアウェアネスが向上し、GHG削減に

向けた取り組みが行われる。 

案件の目標 
 

GHG削減及びCDMに係る、①TGO、②タイ国内のCDM関係者、③東南アジア諸国の

CDM関係者のキャパシティが向上する。 
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期待される

成果 
 

①TGOのCDMチームに対しTOTが実施される。／TGOスタッフ、役員会、委員会の

組織としてのキャパシティが向上する。 
②域内トレーニングセンターが設立される。／タイ国内関係者向けの研修カリキュラ

ムが作成される。／関連分野の研究実施及び普及マテリアルが作成される。／関係者

にトレーニング、ワークショップが実施される。 
③CDMやGHG削減を促進するための研修等活動が、近隣諸国に対して実施される。

／関係国間の情報交換やネットワーキングのための研修等活動が実施される。 
活 動 
 

上記のそれぞれの対象を想定した研修モジュールとして15のモジュールに分けて、そ

れぞれについて研修を実施。また、上記分野に関連した専門家による指導。 
投 入 
 

日本側 
・短期専門家（12分野の要請あり） 
・本邦研修（15分野の要請あり） 
・研修、ワークショップ実施のための機材（プロジェクター、コンピューター、ほか） 
 
タイ側 
・専門家執務室、地域研修センターのスペース、実施経費（2年間のプロジェクト実

施経費として400万バーツ）ほか 
実施体制 
 

プロジェクトマネージャーの下に5名のサポートスタッフを配置。2008年10月現在は

20名体制。2009年度は40名に増員予定。 
 
１－３ 調査目的・内容 

本詳細計画策定調査は、タイの「GHG抑制にかかわるすべての活動の促進と支援」を担う

TGOの組織能力強化を目的とした技術協力計画を策定するため、同案件内容の検討及び事業事

前評価に必要な情報収集を行うことを目的とした。 
（１）案件概要の合意（要請のあった専門家指導科目分野から特にTGOの組織能力強化に調整）、

必要性・優先順位等も含め協議を実施。 
（２）活動内容をマスタープランとして取りまとめたのち、PDM（案）を作成。同PDM（案）

に基づき専門家のインプット等のすり合わせ（指導科目分野及びTORの打合せ）。 
（３）マスタープランに基づき、詳細活動計画（Plan of Operation：PO）を作成。プロジェクト

の論理構成を整理して全体像の取りまとめ。ローカルコスト等タイ側の負担事項や供与機材

内容等細かい事項の協議。 
（４）世界銀行、GTZ、UNDPやUNEPとの意見交換から、タイの気候変動対策やTGOの位置づ

け、他のドナーの気候変動対策に係る協力分野などを確認。 
（５）協議議事録（M/M）の取りまとめ、署名。R/D（案）の作成。 
 
１－４ 調査団構成 

担当分野 氏 名 所 属 

総 括 千原 大海 JICA 国際協力専門員 

気候変動政策 川西 正人 JICA 国際協力専門員 

調査計画 宇多 智之 JICA 地球環境部環境管理グループ 環境管理第一課 職員 

－2－



１－５ 調査日程 

（１）調査日程 

   2009年5月26日（火）～6月4日（木） 

 日 付  

1 5月24日 
（日） 

（川西団員） 
16:15 バンコク到着 

2 5月25日 
（月） 

（川西団員） 
別ミッション業務 

3 5月26日 
（火） 

（川西団員） 
別ミッション業務 
（千原団長、宇多団員） → バンコク着（16:05） 
18:30 JICAタイ事務所にて打合せ 

4 5月27日 
（水） 

 9:00 TGO協議 
14:30 世界銀行協議（Mr. Manuel Cocco, Mr. Andres Zancada, Environmental 

Analyst, Rural Development, Natural Resources and Environment Unit） 

5 5月28日 
（木） 

 9:30 GTZ協議（Mr. David Oberhuber, Country Director, Mr. Torsten 
Fritsche, Dipl.-Ing., Director, Resource- Efficiency and Energy） 

13:30 JICAタイ事務所にて打合せ、資料準備  

6 5月29日 
（金） 

 9:00 TGO協議 
M/M作成 

7 5月30日 
（土） 

資料準備、M/M作成 

8 5月31日 
（日） 

資料準備、M/M作成 

9 6月1日 
（月） 

 9:00 TGO打合せ、M/M協議、移転先視察 

10 6月2日 
（火） 

10:00 UNEP（Dr. Dechen Tsering, Deputy Regional Representative） 
12:00 M/M最終チェック 
14:00 M/M署名・交換 
16:00 JICAタイ事務所報告 

11 6月3日 
（水） 

 9:00 タイ国際協力開発庁（Thailand International Development Cooperation 
Agency：TICA）報告 

13:00 UNDP（Mr. Phansiri Winichagoon, Manager, Environment Unit, Mr. 
Faris Khader, Regional Technical Specialist for Climate Change） 

 
バンコク発（23:55）→ 

12 6月4日 
（木） 

成田着（8:10） 
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（２）訪問先 
TGO、GTZ、世界銀行、UNDP、UNEP、TICA 
 

１－６ 調査結果 

（１）M/M署名・交換相手先 
対処方針どおり、案件の実施機関であるTGOとのM/Mの署名・交換を行った。 

 
（２）プロジェクト実施体制 

プロジェクト実施体制については、タイ側との協議の結果、以下のとおりとなり、結果

をM/Mに記載した。 
プロジェクトダイレクター：TGO Executive Director 
プロジェクトマネージャー：TGO Deputy Executive Directors（2名） 

 
（３）R/D（案） 

本詳細計画策定調査結果を踏まえてR/Dのドラフトを作成し、M/MのAppendix I として添

付した。 
 

（４）プロジェクト名称 
プロジェクトの英文名称については、対処方針どおり以下の名称を用いることでタイ側

と合意した（M/M Attached Document Ⅰ. Title of the Project）。 
英文名：Capacity Development and Institutional Strengthening for GHG Mitigation in the 

Kingdom of Thailand 
和文名：タイ王国温室効果ガスの削減に係る組織能力強化プロジェクト 
  

（５）合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC） 
JCCの設置についてタイ側と協議を行い、以下の構成で結成されることとなり、結果を

M/Mに記載した（M/M ANNEX Ⅰ R/D ANNEX Ⅵ Joint Coordinating Committee）。構成委員

には、緩和を推進するうえで欠かせない主要な行政機関が含まれており、本委員会により

TGOの活動に係る情報共有や意見交換が促進することが期待される。 
 

① 委員長： 
Executive Director of TGO 

② 委員（タイ側）： 
Representative(s) of TGO 
Representative(s) of Office of Natural Resources and Environmental Policy and Planning, MNRE 
Representative(s) of Department of Alternative Energy Development and Efficiency, MOE 
Representative(s) of Office of Transport and Traffic Policy and Planning, MOT 
Representative(s) of Department of Industrial Works, MOI 
Representative(s) of Royal Forest Department, MNRE 
Representative(s) of National Park, Wildlife and Plant Conservation Department, MNRE 
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Representative(s) of Thai International Development Cooperation Agency, MOFA 
③ 委員（日本側）： 

Experts to be dispatched by JICA 
Representative(s) of JICA Thailand Office 
Other personnel concerned to be decided and/or dispatched by JICA, if necessary 

④ オブザーバー 
Official(s) of the Embassy of Japan in Thailand 
Other official(s) of appointed by the Chief Advisor may attend the Committee meetings as 
observer(s). 

 
（６）PO（案）、PDM（案） 

PO（案）及びPDM（案）については、マスタープラン（案）を基にタイ側と協議のうえ

策定し、それぞれAppendix II、Appendix IIIとしてM/Mに添付した。 
 

（７）プロジェクト実施場所 
TGOは2009年8月を目途に現在の事務所から約10km北に位置するChangwattana Government 

Office Complex（9階建ての巨大な合同庁舎）に移転する予定である。新事務所とプロジェク

ト実施場所（日本人専門家執務室、機材設置場所、研修場所等）を視察したところ、

3,000m2近くのスペースにTGO5部局が入居する予定であり、加えて多くの会議室や研修室が

用意されており十分以上のスペースが確保されていることが確認できた。同Complexの外装

工事は終了しているものの内装が未完了であり、予定どおりプロジェクトが開始されるため

にも早い時期の完成が望まれる。 
 
（８）タイからの便宜供与 

対処方針時に想定していた以下①～③の項目についてすべて協議を行い、結果をM/Mに

取りまとめた（M/M ANNEX Ⅰ  R/D Attached Document Ⅲ . Measures to be taken by the 
Govern- ment of Thailand）。 

① 専門家用のオフィス、電気・水道・電話回線の提供、IDカードの交付等。 
② 公務員であるC/Pにかかる経費（給料・日当・調査旅費等）の負担（プロジェクトの

みに臨時に雇用する補助員、人夫等については、日本側経費負担とすることが可能）。

また、研修参加者に対する旅費や日当についても先方（研修参加者の所属先負担も含

む）負担になることを確認した。 
③ プロジェクト専門家の人数や構成に応じたC/Pの配置及びプロジェクトの活動等への

積極的な関与。現時点ではC/Pは24名配置されており、執務場所の移転が終了次第、増

員が予定されている。C/Pの詳細については、Appendix I のANNEX IVを参照。 
 
（９）投入資機材 

 プロジェクト目標の達成に必要不可欠な投入資機材という観点から検討した結果、プロジ

ェクター等の研修機材のみを現時点での供与機材対象とし、他の機材については必要性が認

められればプロジェクト開始後に日本側の専門家と意見交換を行いつつ再度検討を行うこと
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で合意した。協議結果をM/Mに取りまとめた（M/M ANNEX Ⅰ R/D ANNEX Ⅲ List of 
Machinery and Equipment）。 
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第２章 総     括 
 
２－１ 本詳細計画策定調査の概要 

（１）気候変動の緩和策及びクリーン開発メカニズム（CDM）に係るキャパシティ・ディベロ

ップメント支援に関し、実施機関であるタイ温室効果ガス管理機構（TGO）と協議議事録

（M/M）署名・交換を行った。 
（２）TGO（2007年設立）は、タイ天然資源環境省直属のCDMプロジェクトを承認するための

国家機関（DNA）であるが、これにとどまらず、広く気候変動の緩和策の推進にかかわる。

TGOによれば、今後、Nationally Appropriate Mitigation Actions（NAMA）の取りまとめ及び

実施促進にあたるとのこと。 
（３）本協力案件は、タイにおける気候変動緩和策の推進を図るTGOに対し、個人及び組織そ

れぞれのレベルからキャパシティ・ディベロップメント支援を行うものである。 
（４）個人レベルでは、TGOの職員（現時点の対象者24名）に対し研修を行うとともに、対象

者の一部については本邦研修を実施する。研修で扱う項目は、CDMのほか、セクター別の

緩和策（緩和ポテンシャルや技術）、GHGインベントリー、国家登録簿などを含む。 
（５）組織レベルでは、TGOが果たすべき主たる機能に着目し、以下の支援を実施する。 

１）研修カリキュラムや教材の開発支援を通じ、関連省庁や民間業者などステークホルダー

に対し、TGOが研修を効果的に実施する能力の向上を図る。 
２）CDMパイロット事業の発掘・形成、プロジェクト設計書（PDD）の作成、承認事業の

モニタリング演習等を通じ、TGOがDNAとしてCDM事業の審査・モニタリングを実施す

る能力の向上を図る。 
３）タイの気候変動緩和策に関するウェブサイト及びデータベースの質の向上を支援するこ

とにより、TGOの情報発信・管理能力の強化を図る。 
（６）協力期間は2年。「第15回国連気候変動枠組み条約締約国会議（COP15）」が開催される

2009年12月までには、本協力を開始する方向で準備を進める（早ければ10月開始の見込み）。

なお、TGOは今年７月を目途に（若干遅れる可能性あり）事務所移転の予定。 
（７）本件は、業務委託による実施を予定する。 
（８）本件実施にあたり合同調整委員会（JCC）を構成し、MNRE/ONEPのほか、エネルギー省

や運輸省など他の関連省庁も参画する。 
 
２－２ 本案件の意義 

（１）本案件は、TGOの能力向上を通じ、わが国によるタイのNAMA形成・促進を支援するこ

とにつながることが期待される。 
（２）本件では、緩和策の実施が測定・報告・検証可能な方法（MRV）で行われるべき点に留

意し、そのベースとなる温室効果ガス（GHG）インベントリーを、特にTGO職員向けの研

修において取り上げる。本件は、これによりMRVの基盤づくりに貢献する。 
（３）本件では、TGO職員向けの研修並びにステークホルダー向けのカリキュラム・教材開発

支援において、地球温暖化対策のみならず、タイの開発便益にも資する、コベネフィット・

アプローチを取り上げる。これにより、コベネフィットを考慮した緩和策の促進を図る。 
（４）TGOは、気候変動緩和策に関する周辺国向けの協力を念頭に置いていることから、本件
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は第三国の能力向上に間接的に寄与することが期待される。 
（５）上記（１）～（４）はM/Mにも明記のうえ、TGOと確認。 
（６）緩和策の推進支援については、バンコク都（BMA）との間でも2009年6月から3年間にわ

たり協力を行う予定であり、本件との相乗効果が望まれる（ちなみに、BMA案件でも、

NAMA、MRV、コベネフィットの各項目に配慮しつつ、協力が進められる）。一方で実施す

るセミナーやワークショップに他方の関係者を招くこと等を通じ、各機関の個人・組織レベ

ルがそれぞれに行われるだけでなく、機関相互の連携強化など社会レベルの能力強化を内包

するようなキャパシティ・ディベロップメント支援が望まれる。 
（７）気候変動プログラム・ローン導入の可能性などが協議されるなかで、TGO並びにBMAと

の協力案件は、タイにおける気候変動分野のわが国協力で重要な位置づけをなすものと思わ

れる。 
 
２－３ 他ドナーの動向 

（１）TGOに対し、GTZが専門家（legal expert）を派遣する予定。着任予定は2009年7月、着任

後2、3ヵ月をかけてTORを固め、その後2年間にわたり活動。右に関し、わが国支援との重

複はない。なお、GTZは、ONEPとの間でも、気候変動分野の政策立案、人材育成、適応策

推進など広範な協力を視野に協議を進めているが、気候変動の国際交渉に関する小規模なセ

ミナーの実施にとどまっており、協力の方向性は依然としてまとまっていない。 
（２）世界銀行は、クリーン技術基金（CTF）による支援を準備中である。 
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第３章 事業事前評価結果 
 
３－１ プロジェクトの背景と必要性 

（１）現状及び問題点 
タイ政府は、京都議定書において温室効果ガス（GHG）の削減義務が課せられていない

にもかかわらず、タイ温室効果ガス管理機構（TGO）をはじめとする気候変動関連機関に

よる気候変動対策への取り組み意欲が極めて高く、GHG排出量削減に向けたアクションプ

ランを策定するなどの取り組みを実行している。 
また気候変動への対策については、タイ政府が省庁横断的な政策対応を目的として2008

年1月に「気候変動対応国家戦略2008～2011」を策定しており、包括的・網羅的なデータ分

析に基づく重点課題の抽出と対応のための戦略を定性的に定めている。 
これらの戦略の推進において中心的な役割を担うのがTGOであり、現在のところクリー

ン開発メカニズム（CDM）に関する承認、啓発、訓練、情報整備を中心とする業務を行っ

ている。しかしながらTGOは、同国の「GHG抑制にかかわるすべての活動の促進と支援」

を担うとしており、そのポテンシャルの高さから関心を集めているが、多くの途上国と同

様、経験が浅いために人材の不足、知見の不足という問題を抱えている。 
 
（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

タイ政府は「気候変動対応国家戦略2008～2011」のなかで、以下の6つの戦略を掲げてい

る。 
 戦略1 気候変動の影響に対応しリスクを低減するための能力づくり 
 戦略2 GHG排出量の削減と炭素吸収源の総合的開発の支援 
 戦略3 気候変動の理解を促進する研究と開発の支援 
 戦略4 気候変動による問題の解決のための啓発活動 
 戦略5 気候変動業務に関係する個人と組織の能力向上 
 戦略6 気候変動に関する国際協力 

国際的な削減義務がないなかにあっても、同国政府は「第10次国家経済社会開発計画」

において、CO2削減に関する目標を掲げ、又GHG排出量の約半分を占めるエネルギー産業に

重点を置いたCDMの強化についても積極的な姿勢をみせる等、GHG削減を重要視している。 
また、2009年9月末までに気候変動に対応するための「マスタープラン2010～2019」の策

定に向けた業務も進めており、タイ政府が気候変動対策を重要な課題として高く位置づけて

いることが判断される。 
 
（３）わが国援助政策との関連、JICA国別事業実施計画上の位置づけ（プログラムにおける位

置づけ） 
日本国政府は気候変動対策の取り組みを重要課題と位置づけ、「クールアース50」において、

「GHGの排出の抑制と経済成長を両立させようとする途上国を広く支援する」ことを表明して

いる。また、対タイ経済協力計画において、環境管理制度・体制の整備の強化はタイが取り組む

べき社会の成熟化に伴う問題への対処のなかでも重要視されており、わが国の方針と合致するも

のである。なお、タイと日本国政府は、クールアース・パートナーシップ を正式に締結してお
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り、気候変動対策に関して両国がともに協力し取り組んでいくことで合意している 
 

３－２ プロジェクト概要 

本協力案件は、タイにおける気候変動緩和策の推進を図るTGOに対し、個人及び組織それぞ

れのレベルからキャパシティ・ディベロップメント支援を行うものである。 
個人レベルでは、TGOの職員（現時点の対象者24名）に対し研修を行うとともに、対象者の

一部については本邦研修を実施する。研修で扱う項目は、CDMのほか、セクター別の緩和策

（緩和ポテンシャルや技術）、GHGインベントリー、国家登録簿などを含む。 
組織レベルでは、TGOが果たすべき主たる機能に着目し、以下の支援を実施する。 

（１）研修カリキュラムや教材の開発支援を通じ、関連省庁や民間業者等ステークホルダーに対

し、TGOが研修を効果的に実施する能力の向上を図る。 
（２）CDMパイロット事業の発掘・形成、プロジェクト設計書（PDD）の作成、承認事業のモ

ニタリング演習等を通じ、TGOが指定国家機関〔CDMプロジェクトを承認するための国家

機関（DNA）〕としてCDM事業の審査・モニタリングを実施する能力の向上を図る。 
（３）タイの気候変動緩和策に関するウェブサイト及びデータベースの質の向上を支援すること

により、TGOの情報発信・管理能力の強化を図る。 
プロジェクトの詳細活動計画（PO）を付属資料3．に示す。 

 
〔主な項目〕 

（１）協力の目標（アウトカム） 
① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

TGOのGHG緩和策に対する人材のキャパシティ・ビルディングと組織力強化が達成さ

れる。 
［指 標］ 

・TGO職員が、主体的に、CDMなど気候変動の緩和策に係る技術指導・普及啓発を

他のステークホルダーに対し行える。GHG緩和策、炭素取引、気候変動枠組条約

（UNFCCC）の各分野におけるキャパシティ・ディベロップメント進捗評価チェッ

クリスト（Capacity Development Progress Evaluation Check List）でX％の成績。 
・TGOの組織力のレベル。具体的にはTGO独力で運営が行われる研修の数。 

 
② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標） 

タイにおけるGHG緩和の活動が促進される。 
［指 標］ 

・国家承認を得るためにTGOに提出されるCDMプロジェクト数の増加。 
 
（２）成果（アウトプット）と活動 

① 成果（アウトプット）： TGO職員のGHG緩和策に対する知識レベルと専門知識の向

上。 
［活 動］ 

1－1．TGO職員へのCDMのための研修の実施。 
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1－2．TGO職員への炭素取引に関する研修の実施。 
1－3．TGO職員への関連分野でのGHG緩和策に関する研修の実施。 
1－4．TGO職員へのUNFCCCの概要と国際交渉に関する研修の実施。 
1－5．TGO職員へのカーボンフットプリント（二酸化炭素排出量）に関する研修の

実施。 
1－6．TGO職員へのGHGインベントリーに関する研修の実施。 

［指 標］ 
・TGO職員が、CDMなど気候変動の緩和策に関する知識を習得する。専門家チーム

が実施するキャパシティ・ディベロップメント進捗評価チェックリスト（Capacity 
Development Progress Evaluation Check List）でY％の成績。 

 
② 成果（アウトプット）：TGOの研修提供キャパシティの向上。 

［活 動］ 
2－1．CDMに関する研修カリキュラム及び研修教材の開発。 
2－2．炭素取引に関する研修カリキュラム及び研修教材の開発。 
2－3．関連分野におけるGHG緩和策に関する研修カリキュラム及び研修教材の開発。 
2－4．UNFCCCの概要と国際交渉に関する研修カリキュラム及び研修教材の開発。 
2－5．二酸化炭素排出量に関する研修カリキュラム及び研修教材の開発。 
2－6．トレーナー訓練のためのワークショップ／セミナーの実施。 
2－7．2－6に記載されたセミナー／ワークショップに基づいたカリキュラム及び研

修教材の評価の実施。 
［指 標］ 

・各種研修教材とカリキュラムが整備され、各種の研修提供が可能となる。 
 

③ 成果（アウトプット）：TGOのGHG緩和プロジェクトに対するレビュー及びモニタリ

ング能力の向上。 
［活 動］ 

3－1．潜在的パイロットプロジェクトのリスト化。 
3－2．パイロットプロジェクトの選定基準の設定。 
3－3．パイロットプロジェクトの選定。 
3－4．パイロットプロジェクトのプロジェクトアイデアノート（PIN）及び／又は

PDDの準備。 
3－5．タイの持続可能な開発基準を踏まえた、登録CDMプロジェクトに基づく試験

的モニタリング実習。 
3－6．PIN及び／又はPDD形成の経験普及のためのワークショップやセミナーの実施。 

［指 標］ 
・パイロットプロジェクトのPIN及び／又はPDDの増加。 
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④ 成果（アウトプット）：TGOのGHG緩和策に関する情報管理能力の向上。  
［活 動］ 

4－1．ウェブサイトの改善。 
4－2．データベースの改善。 

［指 標］ 
・アクセス数のZ％の増加。 
※なお、開始時に、TGOの個人及び組織としてのキャパシティ・アセスメントを実

施し、ベースラインと設定する予定。 
 
（３）投入（インプット） 

① 日本国側 
専門家派遣：チーフアドバイザー、プロジェクトコーディネーター、プロジェクト／活

動の導入に伴い必要となる下記の分野での専門家（CDM、炭素取引、GHG緩和策、

UNFCCCの概要と国際交渉、二酸化炭素排出量、GHGインベントリー、データベース、

ウェブサイト、研修カリキュラム開発）。 
供与機材：プロジェクター等研修機材（他の機材については必要性が認められればプロ

ジェクト開始後に日本側の専門家との意見交換を行い検討）。 
研修員受入：年間3、4名程度。 

② タイ側：（2年間の実施経費として400万バーツ） 
専門家執務室、インターネット回線、電気・電話の提供、IDカードの交付等。公務員

であるC/Pにかかる経費（給料・日当・調査旅費等）の負担、研修参加者に対する旅費や

日当の負担（研修参加者の所属先負担も含む）。プロジェクト専門家の人数・構成に応じ

たC/Pの配置及びプロジェクト活動等への積極的関与。 
 
（４）外部要因（満たされるべき外部条件） 

① 前提条件 
・プロジェクト実施期間中、プロジェクト実施のための財源及び人材がTGOに分配さ

れること。 
② 成果（アウトプット）達成のための外部条件 

・特になし。 
③ プロジェクト目標達成のための外部条件 

・TGOの職務、責務が変更しないこと。 
・TGOの予算がタイ政府により確保されること。 

④ 上位目標達成のための外部条件 
・京都議定書で定められた第一約束期間（2008～2012年）が終了してもCDMの仕組み

が残ること。 
 
３－３ プロジェクトのモニタリングと評価 

（１）実施体制と内容 
活動と成果の進捗状況と達成状況のモニタリングは、日本人専門家の協力の下にTGOを
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中心とするタイ側C/P機関が主体的に実施する。ただし、成果とプロジェクト目標の達成に

かかわる評価項目と具体的な数値目標については、現時点で主要評価項目を設定しているの

みであり、プロジェクト活動の本格化に伴い、必要に応じて各評価項目の見直しと具体的な

数値目標の設定を行う。合同調整委員会（JCC）の監督と日本人専門家のアドバイスの下で

総括責任者（プロジェクトダイレクター）がモニタリングにかかわる全体の調整と実施を行

う。 
 
（２）評 価 

本プロジェクトの評価は、5項目評価の観点から、①妥当性、②有効性、③効率性、④イ

ンパクト、⑤自立発展性の項目について評価を行うこととする。なお案件が終了する半年前

を目途に終了時評価調査を計画するとともに、必要に応じて運営指導調査等を実施する。 
 
３－４ 5項目評価と結論 

（１）妥当性 
本案件は以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

・今世紀に人類が直面する最大の課題のひとつといわれる気候変動対策に積極的に取り組む

タイ政府に対し、TGO職員の能力及び組織力の向上を支援し、その結果タイにおける

GHG削減活動が促進されることは、将来的には広く東南アジア地域のGHG排出量削減に

もつながることが見込まれ、本件の妥当性は高いといえる。 
・2007年にDNAとして設置されたTGOは、同国のGHG削減にかかわるすべての活動の促進

と支援を担う組織ではあるが、人材不足、知見不足の問題を抱えており、能力向上のた

めの支援を必要としている。また、同国の掲げる「気候変動対応国家戦略2008～2011」の

実現化に向けて、早期のTGOの組織力向上は不可欠であり、現時点で本件を実施するこ

とは、この点からも妥当性が高いと判断できる。 
・前述した協力の必要性・位置づけのなかでも述べたとおり、日本国政府は「クールアース

50」において、GHG排出の抑制と経済成長の両立をめざす途上国への支援を表明してお

り、又日本国とタイの両政府はクールアース・パートナーシップの締結を通じて、気候

変動対策に協力して取り組むことに合意している。本案件は、日本国政府がタイをはじ

めとした途上国における気候変動対策支援のひとつを担うものであり、この点からも妥

当性は高いといえる。 
 
（２）有効性 

本案件は以下の理由から有効性が高いと判断される。 
・TGOは現在のところCDMに関する承認、啓発、訓練、情報整備を中心とした業務を行っ

ており、本案件ではTGO職員個人向けに、CDMのほか、セクター別の緩和策、GHGイン

ベントリー、国家登録簿などの項目に関する研修を行い、職員の知識向上が図られるこ

とによりキャパシティ・ビルディングが達成される。 
・組織レベルではTGO職員に対し、CDM事業の審査、モニタリングの実施能力向上を目的

とした研修を実施する。同研修を通じて、TGOのDNAとしての機能が向上することから、

現在実施中の案件も含めたタイでのCDM事業全体の有効性が高められるものと期待でき

－13－



る。 
・本案件では、TGO職員の能力向上と、組織としての能力向上に向けた研修を平行して実

施することにより、相互の要素が触発し合い、限られた協力期間のなかで効率的に成果

が達成されることが期待できる。 
 
（３）効率性 

本案件は以下の理由から効率的な実施が見込める。 
・本案件では、GHG削減に向けた取り組みを行う機関として既に設立されているTGOのキ

ャパシティ・ビルディングを行うことから、日本側からの投入は専門家派遣、研修、必

要不可欠な研修機材に限られている。また、専門家の執務場所はTGO施設内にあり、イ

ンターネット回線、電気、電話ほかプロジェクト実務のための費用はタイ側から投入さ

れることが確認されており、又公務員であるC/Pにかかる経費、研修参加者に対する旅費

や日当についても先方が負担する。これらのことから、本案件は効率的に実施されるこ

とが期待できる。 
 
（４）インパクト 

本案件のインパクトは以下のように予測できる。 
・TGOのウェブサイト及びデータベースが充実し、GHG削減に関する情報が広く発信され

ることとなり、タイ国内でのGHG削減への取り組みやCDMに関する理解が深まることが

期待される。 
・2009年8月現在実施中の技術協力プロジェクト「バンコク都（BMA）気候変動削減・適応

策実施能力向上」と、エネルギー管理者訓練センターを実施機関とするアセアン向け第

三国研修に加え本案件が実施されることにより、GHG削減に有効な省エネルギーやCDM
をテーマとした南南協力支援も可能になり、3つの技術協力に相乗効果をもたせれば、大

きなインパクトが期待できる。 
・気候変動対策へのタイ政府による取り組み意欲は極めて高く、又TGOは気候変動緩和策

に関する周辺国向けの協力を念頭に置いていることからも、将来的には第三国の能力向

上にも間接的に寄与することが期待され、タイのみならず、より広い地域でのGHG緩和

に向けた活動が展開されていくものと期待される。 
・TGO職員の個別能力向上や研修カリキュラムや教材の開発により、TGOが研修を実施予

定している関連省庁や民間業者等ステークホルダーに対して行う研修の効果向上が期待

できる。 
 
（５）自立発展性 

以下の点から、本案件の自立発展性は高いと考えられる。 
・既述のとおり、タイ政府はGHG削減義務が課せられていないにもかかわらず、気候変動

対策に関してTGOを組織するなど積極的な姿勢をみせている。また、「気候変動対応国家

戦略2008～2011」にも、タイ政府の取り組み意欲の高さが現れている。TGOが途上国の

緩和行動の取りまとめ及び実施促進を視野に入れていることからも、タイ政府が今後も

TGOを通じて積極的に気候変動対策に力を注いでいくものと期待される。 
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・TGOは設備の充実した新事務所へ移転を予定しており、又新たな職員の雇用も予定して

いる。 
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付 属 資 料 

 

 １．要請書 
 
２．詳細計画策定調査 M/M 
 
３．詳細活動計画（Plan of Operation） 
 
４．プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 
 
５．質問票回答（TGO） 
 
６．TGO 設立勅令 
 
７．TGO 発表資料（タイにおける CDM の実施） 
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